
No. 質問 回答

1

具体的な施策である以下について、
それぞれ採択される方は市内限定でしょうか。
①Z世代アイデアコンテスト
②次世代創造プログラム
③区役所創造プロジェクト

①居住地は市内外問いません。
②市民または北九州市内へ通勤・通学中の者(市民問
わない）とします。
③区役所の裁量となりますので、居住地等の条件は
区が定めます。「質問６」参照

①②③共通　活動拠点は市内とします。

2
提出資料に必要な（様式７）の「配置予定者」は
どこまでの範囲を含むのでしょうか？例えば
メンター、アドバイザーなども含むのでしょうか？

メンターやアドバイザーに加えて、ファシリテーターな
ど、各種専門人材についても含みます。

3

Z世代アイデアコンテストのアドバイザー派遣に
ついて、「採択者１名について１回以上実施」の
記載はチームで採択された場合も適応されますで
しょうか？

チームで採択された場合、１チームにつき１回以上実
施となります。

4
次世代創造プログラムにおける「ファシリテーター」、
「メンター」の定義はございますでしょうか？

当課で定めている定義は特にはありませんが、役割
については、「質問５」をご参照ください。

5

仕様書内の「次世代創造プロジェクト」における
アントレプレナーシッププログラムについて、
ファシリテーターとメンターの期待役割の違いを
どのように想定されていますか。

メンターについては、参加者が気軽に相談できるよ
うな役割を担ってもらうことに期待しており、参加者
と同年代の方を想定しております。
ファシリテーターについては、チームビルディング及
びプログラム全体を回す役割を担ってもらうことを
想定しています。

6

仕様書内の「区役所創造プロジェクト」について、
区役所が事務局となって若者を集めて行うのか、
あるいは、区役所内の若手職員をプロジェクト
メンバーとして行うのか、どちらのイメージが
近いでしょうか。

区役所創造プロジェクトは、各区役所が中心（事務
局）となり進めます。各区の特色を生かすために、実
行方法は各区により異なりますが、地域の若者が主
体となって実施する取組を区役所が連携して取り組
むことを想定しています。チーム組成も各区で異なり
ます。

7

提出書類である「共同申請者一覧」には、主体となる
者（参加表明書に記載した者）の情報は記載するべき
でしょうか、あるいは、主体を除いて記載するべきで
しょうか。

参加表明書に記載する申請者以外を記載してくださ
い。

8
提出書類である「配置予定者の同種業務実績」には、
会社などの団体単位ではなく、個人単位で実績を記
載をするべきでしょうか。

配置予定者の個人単位で記載してください。

「シン・ジダイ創造事業（若者のチャレンジ応援）」運営等業務
質問に対する回答書


